
  東京医療保健大学千葉看護学部シラバス 
科目分類 専門職の教育 開講学科 看護学科 

科目番号 学年 配当セメスター 区分 単位数 授業時間数 

73010 4 前期 必修 1 30 

授業科目名 
（英文） 

協働実践演習 
（Inter Professional Education） 

担当教員名 

宮本 千津子／吉田 澄惠／篠木 絵理／阿部 恭子 
小黒 道子／清水 準一／山本 由子／川村 牧子 

伊藤 美千代／遠藤 亜貴子／田久保 由美子／加藤 星花 
愛川 由美子／山花 令子／安藤 瑞穂／平田 美和／新井 麻紀子 

大西 淳子／田所 由利子／齋藤 尚子／﨑山 紀子 
藤巻 郁朗／増澤 祐子／重富 一乃／伊能 美和 

授業の概要及び到達目標 

１．協働実践演習の目的 
学生が健康障害を題材に、問題解決や援助計画について意見交換し、各専門職の役割を認識す

るとともに、今まで学んだ専門科目の内容を総合的かつ深く理解することをねらいとする 
２．到達目標 

対象者が、健康や生活の質の向上に向けて主体的な実践力を形成できるように、他の学生と協

働し、支援するための基礎的能力を養う 
1) 協働実践演習の目的や意義を説明できる 
2) 協働するための基本的なコミュニケーション能力を取得する 
3) 課題に取り組むために必要な情報の種類と、収集手段や手順を説明できる 
4) 収集した情報を分析し、その結果を効果的に情報発信することができる 
5) グループ活動において求められた自分の役割を明確にし、それに対しどのように貢献でき

たかを説明できる 
6) 取り組んだ課題に対し、演習を通して得られた成果（知見）を説明できる 

準 備 学 習 等  

＜履修前の事前課題＞ 
協働実践演習開始前の夏季休暇中に desknet's に掲載する事前課題に関して、文献、インタ

ーネット等を利用して、調査、検討し、レポートとしてまとめておくこと。 
 

＜授業期間中の予習＞ 
第 1 日目 履修前の事前課題 
第 2 日目 第 1 日目の学習内容を振り返り、自分自身に課す課題を見つけておくこと 
第 3 日目 第 2 日目のグループワークを振り返り、要点をまとめた資料を作成しておくこと 
第 4 日目 今までのグループワークを振り返り、グループ課題への回答を考えてくこと 
第 5 日目 協働実践演習を通して学んだ医療専門職間の関連を整理しておくこと 



  東京医療保健大学千葉看護学部シラバス 

成績評価の方法 
個人レポート（事前課題および最終報告レポート） 50％ 
発表会の内容の評価（発表態度を含む） 50％ 
グループワークへの参加状況（欠席回数に応じて減点） 

テキスト 
なし 

参考図書 
必要の都度、紹介する 

備 考 

本科目は演習科目であるため出席しグループワークに参加することが重

要である。このためグループワークへの参加状況として欠席は 4 点、遅刻・

早退は 2 点の減点とする。 
質問等は授業終了後、教室で受け付ける。 

授 業 計 画  

１．授業の進め方 
与えられたテーマについて，健康障害などの問題解決や援助計画について意見交換するグルー

プワークを主体に実施する。 
 

２．クラス・グループ 
履修対象学生をグループに分けてグループワーク等を行う。 
 

３．事前課題 
desknet's に掲載する事前課題に関して、文献、インターネット等を利用して、調査、検討し、

レポートとしてまとめ、授業第１日目に提出すること。 
 

４．個人レポート 
協働実践演習で得られたものを個人レポートとしてまとめ期日までに提出する。 
 

 


